
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年３月 

町制施行 40周年記念事業実行委員会 

  

町制施行 40 周年記念事業の足跡 

（記 録 誌） 
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聖籠町は昭和 52年 8 月に聖籠村から聖籠町へと町制が施行され

新潟県で 54 番目の町が誕生してから 40 周年という節目を平成

29 年８月に迎えた。 

 この記念すべき年に、「緑・ふれあい･夢づくり」のまちづくりに

向かう新しい一歩として、町民とともに祝っていくことができるよ

うな記念事業を行いました。 

本誌は、町制施行 40 周年記念事業について、記録誌としてその

足跡をまとめたものです。 
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【Ⅰ 全体概要】 

第１ 町制施行 40 周年記念事業基本方針 

１ 開催理念 

聖籠町は昭和 52 年 8 月に聖籠村から聖籠町となり、新潟県で 54 番目

の町が誕生しました。それから 40 周年という節目を今年の 8 月に迎える

こととなりました。 

  この記念すべき年に、「緑・ふれあい･夢づくり」のまちづくりに向かう

新しい一歩として、町民とともに祝っていくことができるような記念事業

を実施しました。開催する事業は、町制施行 40 周年記念事業実行委員会

（以下「実行委員会」という。）で計画して推進していく事業のほか、町

や町内関係団体による冠事業で行うこととしました。 

 

この 40 周年記念事業をひとつのきっかけとして、町民が聖籠町を見つ

めなおし、町に対する愛着や誇りを喚起し、ともにまちづくりに参加して

いくことができることとなることをめざしました。 

特に、未来のまちづくりを担うこども達にとっても、こころに残るよう

な記念事業となることを願います。 

 

２ 記念事業設定期間 

   町制 40 周年記念の平成 29 年年内を記念事業期間と設定しました。 

 

３ 庁内ワーキンググループ 

（１）目的と役割 

    庁内ワーキンググループは、40 周年の前年である平成 28 年度に、

各所属から若手職員を選出し組織しました。記念事業の実施に向けてそ

の内容等を検討し、町長へ実施事業の提案を行い、その骨格を作りまし

た。 

    また、事業実施の際にも、各記念事業の運営に携わりました。 

 

  



4 

 

４ 実行委員会 

（１）目的と役割 

実行委員会は、平成 29 年８月に聖籠町が町制施行 40 周年を迎える

ことに伴い、記念事業を円滑に実施するために必要な以下の事業を行う

こととしました。 

○ 記念事業の実施 

○ 関係機関・団体との連絡調整 

○ その他目的達成上必要な事項 

 

（２）運営形態 

    実行委員会の活動資金は、平成 29 年度一般会計予算で町から実行委

員会への負担金の交付のほか、寄附金等をもって行うものとし、実績精

算により残額については返還等を行います。 

 

 

 

 

 （３）体制 

各団体の代表等により実行委員会を組織し、記念事業の検討を行いまし

た。また、事業の実施に際しては、各団体の協力を得て事業実施部会を設

置し行っています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実行委員会（事業主体） 町 
 

①町負担金交付（H29年度） 

②実績による精算 

 

 

記念式典部会 

（記念式典、町村博

覧会、町民のど自

慢） 

記念イベント部会 

（なんでも鑑定団、ﾊﾛｳｨﾝ

でｽﾎﾟﾚｸ祭、ﾌｧﾐﾘｰｺﾝｻｰﾄ） 

副委員長 

監事 

実行委員長 

総務課・社会教育課：実行委員会事務局  

 

町制施行 40 周年記念事業 
実行委員会 
（各団体の代表で組織） 

 

記念式典 
功労者表彰 

ほか 

委員 

事業実施部会 
（各団体の構成員含む） 
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５ 記念事業全体図 

町制施行 40 周年記念事業の構成に関しては下図のとおり。 

また、実行委員会事業のほか、記念冠事業として町、その他各種団体等

により実施されました。 

これらの事務の総括については、町総務課で行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

町制施行 40周年記念事業全体 

 
 

２記念冠事業 
 
（「40 周年記
念事業」という
冠をつける） 

【事業主体：実行委員会】 【事業主体：町、各種団体等】 

 

①記念式典 

 

事務局:町総務課・社会教育課 

PR  参加                    PR   参加 

１記念事業 

（実行委員会
事業） 

総務課 

（式典部分を総括） 

  連絡･調整 

・自主事業とし

て、事業費の負

担はそれぞれ事

業主体が原則 
②記念イベント 

③広報 

町  民  等 
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【Ⅱ 事業実施状況】 

 

第 1 記念式典 
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（１）開催状況データ 

日時 平成 29 年 8 月５日（土）10：00～12：30 

場所 聖籠町文化会館 

開催趣旨  町制施行 40 周年を迎えるにあたり、過去の歴史を振り返

り、先人達の業績をたたえると共に、三重県川越町との友好交

流都市協定締結（同日、締結）の報告の他、町民会館エリア

で、1 日を通した各種催しを行う。 

また、子どもからご年配までの幅広い年代の町民からアトラ

クションを披露していただき、元気なまち聖籠をアピールす

る。 

次第 【プロローグ】 

 40 周年記念 聖籠町 PRビデオ 

（Say-Ro TownRap）上映 

【第１部/式典】 

 １ 開  会 

 ２ 式  辞  聖 籠 町 長  渡 邊 廣 吉 

 ３ 挨  拶  聖籠町議会議長  須 貝 龍 夫 

 ４ 表  彰  特別スポーツ栄誉賞表彰 

         特別表彰 

         一般表彰 

 ５ 三重県川越町との友好交流都市協定締結の報告 

 ６ 来賓祝辞  新潟県知事 米 山 隆 一 様 

（代理 高井副知事） 

         中華人民共和国駐新潟総領事 

               孫  大 剛 様 

         衆議院議員 黒 岩 宇 洋 様 

（代理 長嶋秘書） 

         衆議院議員 斎 藤 洋 明 様 

         新潟県議会議員 石 井  修 様 

 ７ 来賓紹介・祝電披露 

 ８ 聖籠町への応援メッセージ 

         元読売巨人軍 加 藤  健 様 

 ９ 閉  会 

【第二部/アトラクション】 

 １ 聖籠町のイメージキャラクター「百合若」の披露 

 ２ 合唱「With You Smile」、「しあわせ運べるように」 

      コーラス聖籠の杜、せいろう少年少女合唱団、 

聖山大学 OB コーラス 

 ３ 聖籠町イメージソング「愛がとまる前に」 

      コーラス聖籠の杜、緑丸楽団 with 町長 
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４ 太鼓と踊りの共同演目「絆 ～希望の鷹～」、「弁天」 

      聖籠太鼓 響 sato-oto、Daiya 

【全体閉会】 

司会進行 NST 新潟総合テレビ アナウンサー 松尾和泉様 

参集範囲 ・表彰対象者 

・来賓：国・県議会地元議員、中国駐新潟総領事、近隣市（市

長・議長）、県内町村（首長）、三重県川越町（町長・議長）、敬

和学園大学長、新潟東港聖籠地区立地企業連絡協議会、国県関

係機関 

・招待：議会議員、行政区長、農家組合長、町内関係機関・団

体、町各種委員 ほか 

・町職員、一般参加者 

（参加者 約 500 名） 

 

（２）実施状況 

 

40周年記念 聖籠町 PRビデオ上映 

ラップにのせ、聖籠町のいいところもわるいところも含め、ありのままの町

を表現しています。全部ひっくるめてこれが聖籠！40 周年を迎えた若いまち

が次の 50 周年に向けてみんなで盛り上げていこうという願いを込めた PRビ

デオ。 

この式典での上映後、YouTubeに聖籠チャンネルを開設し公開しています

（平成 30 年 2 月末現在の視聴回数：約 1 万３千回）。 

 

ステージ上スクリーンに上映 6 分 32 秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【プロローグ】 
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式辞を述べる渡邊町長 

 

  

【第１部 式 典】 

           

（
町
長
式
辞
要
旨
） 

 

本
町
は
昭
和
五
十
二
年
八
月
一
日
、
役
場
庁
舎
の
竣
工
と
と
も
に
、
新
潟

県
で
五
十
四
番
目
の
町
と
し
て
第
一
歩
を
歩
み
は
じ
め
て
か
ら
四
十
年
目

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

聖
籠
町
が
今
日
の
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
歴
代
の
町

長
、
町
議
会
議
員
を
は
じ
め
緒
先
輩
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
と
ご
指
導
、
さ

ら
に
は
国
、
県
当
局
の
ご
支
援
、
そ
し
て
何
よ
り
も
町
民
の
皆
様
の
深
い
郷

土
愛
と
不
断
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
聖
籠
町
の
発
展
の
要
因
は
、
当
時
の
亀
塚
浜
、
別
行
、
杉
谷
内
八

幡
集
落
な
ど
、
大
小
の
集
落
に
暮
ら
す
四
百
八
十
二
世
帯
も
の
集
落
移
転
に

よ
っ
て
事
業
が
進
め
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
新
潟
東
港
開
発
」
に
あ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
開
発
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
新
潟
東
港
工
業
地
帯
に
は
、
現
在
、
お

よ
そ1

8
0

の
事
業
所
が
立
地
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
多
く
の
税
収
と
雇
用
が

創
出
さ
れ
、
昭
和5

9

年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
、
聖
籠
町
は
普
通
交
付
税
の
交

付
を
受
け
な
い
不
交
付
団
体
と
し
て
、
行
財
政
運
営
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

平
成
六
年
九
月
に
町
長
と
し
て
就
任
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
二
十
三
年

間
、
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
と
町
民
対
話
を
基
本
に
、
第
二
次
総
合
計
画
（
後

期
基
本
計
画
）、
第
三
次
及
び
第
四
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
時
代
に
即
応

し
た
行
政
全
般
に
わ
た
る
諸
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
急
速

に
進
む
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
問
題
に
対
応
す
べ
く
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

現
在
の
聖
籠
町
は
、「
港
の
ま
ち
」「
電
力
の
ま
ち
」「
果
樹
の
ま
ち
」「
温

泉
の
ま
ち
」
「
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
」
な
ど
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
魅

力
あ
る
町
と
し
て
発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

お
陰
さ
ま
で
、
こ
の
よ
う
に
、
町
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
将
来
の
町

の
姿
と
、
夢
を
育
み
な
が
ら
、
と
も
に
課
題
化
し
た
町
民
意
識
を
共
有
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、

町
政
が
町
民
み
な
さ
ま
に
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
私
の
政
治
姿
勢
で
あ
り
ま
す
住
民
自
治
の
基
本
姿
勢
に
た

ち
、
教
育
と
福
祉
の
充
実
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
防
災
体
制
や

防
犯
活
動
な
ど
を
強
化
し
、
聖
籠
町
で
生
活
す
る
人
々
の
思
い
や
願
い
と
向

き
合
い
な
が
ら
「
聖
籠
町
に
い
つ
ま
で
も
住
み
た
い
」「
聖
籠
町
に
来
て
み

た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
魅
力
あ
る
、
そ
し
て
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 
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◆ 表 彰 

 例年、文化の日に行っている町一般表彰のほか、読売巨人軍で 17 年間プ

ロ野球選手として活躍した加藤健氏（蓮野出身）に特別スポーツ栄誉賞表彰

を行うとともに、町制施行 40 周年を記念して様々な分野で、町の発展振興

に寄与した功績顕著な個人・団体を功労者として特別表彰を行いました。町

のために活躍・貢献されている方々を幅広く表彰させていただきたいという

観点から多数（109 名、13 社（団体））の表彰となりました。 

 

表彰ごとに壇上で代表者に表彰させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別表彰 地濃茂雄様            一般表彰 横井正様 
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聖籠町町制施行 40 周年 被表彰者 

【敬称略】 

○特別スポーツ栄誉賞表彰（１名） 

功績等内容 氏  名 

プロ野球選手として活躍し町民に夢と希望を

与え、また、野球教室などを通じ青少年健全

育成とスポーツ振興に貢献した功績 

加藤 健 

 

○特別表彰（90 名及び 13 社（団体）） 

功績等内容 氏  名 

町の公職に永年従事し、

その功績が特に顕著な者 

須貝龍夫   小川益一郎  中村恵美子 

駒澤一男   地濃茂雄   並川栄三 

小島敬夫   吉田春雄   渡邉 昇 

新保昇英   伊藤惠美子  藤井清四 

平野政要   木戸利秋   鈴木和彦 

渡邉恵子   市川勝榮   五十嵐久子 

児玉康夫   手嶋京子   長谷川早苗 

田中保人   澤田マサ子  小林英子 

新保かほる  濱村春江   渡邉典子 

国内又は国外で活躍する

ことで町の産業、教育、

芸術、スポーツ、保健、

防災、福祉、環境保全等

の分野において、町民に

夢と希望を与え、町民意

識の高揚に貢献し、その

功績が特に顕著な者 

新保智子   高橋さくら  高野留聖 

本間優安   小林かなえ  平野良樹 

阿部悠吾   稲垣武人 

その他前各号に準ずる功

績があり町民の模範とな

る者 

田村春満   髙橋一子   山田敏夫 

今成京子   佐藤勝栄   青山厚子 

深井一成   藤間 殖   宮澤夕佳 

齋藤美雪   渡辺 壯   田村冨美男 

堀 常正   高松勝雄   渡辺弥生 

安達勝間   細貝優子   吉田辰夫 

吉崎律子   宮野喜久江  冨樫次郎 

小林恵美子  青木洋一   渡邉久仁子 

橋本洽子   宮下友里子  水戸部照夫 

小林八重子  小林とみ子  宮下登志雄 

佐藤伸一   加藤 響   宮下純一 

加藤義勝   山内正樹   遠藤 譲 

伊藤義則   吉川和之   相馬雅人 

三田村利信  藤田 豊   伊藤龍一 
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足立亮士   浅野昌史   鈴木 亘 

富樫真盛   中川 聡   小林 聡 

須貝 透   飯島裕貴   稲田 覚 

豊島雪江   中西和男   松井岩藏 

富田哲夫 

株式会社聖篭タクシー 

新潟地区自動車教習所協会 

新発田信用金庫   

東北電力株式会社 

東新潟火力発電所 

株式会社イシカワ 

聖籠町観光協会 

聖籠町商工会青年部 

せいろう共育ひろば みらいのたね 

学校法人国際総合学園 

ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ 

株式会社カトウ工業 

株式会社聖籠第一設備 

株式会社北聖 

 

○一般表彰（18 名） 

功績等内容 氏  名 

町の公職に永年従事し、

その功績が特に顕著な者 

曽根善治   市川一彦   髙橋国蔵 

横井 正   渡邉 彩 

前号の規定にかかわら

ず、永年にわたり地方自

治の振興に特に顕著な者 

髙橋藤壽春 

町の産業、教育、文化、

保健、防災、福祉、環境

保全事業その他公益事業

について尽力し、又は公

務を助力し、その功績が

顕著な者 

曽根 剛   岩渕せん   中島穂美子 

中村正友   星 善一 

善行者 大野春吉   田村政幸 

直系 3 代で同一の生計を

維持している世帯 

岩崎 実   栗原 武   清野精一郎 

瀬髙英輔   武田和幸 
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 ◆ 三重県川越町との友好交流都市協定締結の報告 

  町制施行 40 周年式典に先駆けて開催した締結式で、渡邊町長と城田政幸

川越町長が出席し、聖籠町議会・須貝龍夫議長、川越町議会・寺本清春議長

が立会人を務める中、協定の締結を行い、その旨、両町長から報告されまし

た。 

  川越町は、人口規模や工業地帯・火力発電所の立地など聖籠町と共通する

面が多く、お互いの地域性を活かしながら交流を進めていくことが期待され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重県川越町長 城田政幸様 

 

 

握手を交わす両町長 

 

 

 

 

  

友好交流都市協定書 

 

 新潟県北蒲原郡聖籠町と三重県三重郡川越町は、豊かな自然と産

業の調和など、その趣を同じくするまちであり、相互の信頼を礎に始

まった交流は、その機運が高まっている。 

両町は、これまでの友好親善を未来へ繋げるため、ここに友好交流

都市の協定を締結する。 

 行政活動はもとより、教育、福祉、芸術文化及びスポーツなど幅広

い分野における交流を深化・拡大させ、互いの理解と連携を一層強固

にすることで、両町の発展に努めるものとする。 

 平成 29 年 8 月 5 日 

 

新潟県北蒲原郡聖籠町長    三重県三重郡川越町長 

渡 邊 廣 吉       城 田 政 幸 
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◆来賓祝辞 

 

   

 

 

 

 

新潟県副知事 高井盛雄様  中国駐新潟総領事 孫大剛様 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ 聖籠町への応援メッセージ 

 読売巨人軍に 17 年間在籍し、昨シーズンで引退された加藤健様（聖籠町

蓮野出身。特別スポーツ栄誉賞受賞。）から町に対する応援メッセージをい

ただきました。 

 

元読売巨人軍 加藤 健様 

  

黒岩宇洋衆議院議員秘書 長嶋徹様  衆議院議員 斎藤洋明様   新潟県議会議員 石井修様 
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 ここからは、式典の緊張感から一転して和やかな雰囲気のなか行われまし

た。 

◆ 聖籠町のイメージキャラクター「百合若」の披露 

  町のイメージキャラクターについては、町制施行 20 周年の際に「緑丸」

が誕生し、30 周年の際には緑丸の友達「はなちゃん」が誕生しました。 

  その後、新たに「百合若」というイメージキャラクターが、社会教育だよ

りや町のエコミニバス、ふるさと納税などにすでに登場していましたが、こ

の度、40 周年を記念して着ぐるみを作成し、式典参加者に披露しました。 

  百合若は、町名の由来になった物語に登場する弓の名手で、緑丸をかわい

がっていたと云われています。 

 百合若が持つ笏については、新発田市石動神社宮司の佐々木様から譲り受

けました。 

  これまでの「緑丸」、「はなちゃん」の機動性の低さ、手が使えない、バッ

テリーが切れるとしぼむといった問題を改善しています。 

 

聖籠町イメージキャラクター揃い踏み 

 

   はなちゃん       百合若        緑丸 

 

  

【第２部 アトラクション】 
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 ◆ 合唱「With You Smile」、「しあわせ運べるように」 

    コーラス聖籠の杜、せいろう少年少女合唱団、聖山大学 OB コーラス 

   聖籠町イメージソング「愛がとまる前に」 

    コーラス聖籠の杜、緑丸楽団 with 町長 

 

   子どもからご年配まで、さらに緑丸楽団という町職員で結成されたバン

ドに加え、サプライズで町長まで登場し、式典参加者は、その美しい歌声

と音色に魅了されました。練習風景などは、BSN 新潟放送で、「コーラス

のまち 聖籠」として紹介されました（町長が練習している姿も放送され

たので、放送をご覧になられた方にはサプライズにならなかったか

も？）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖籠町イメージソング 

愛がとまる前に 

作詞・作曲：因幡 晃 
 
肩を寄せあいながら 語りあったね 
熱い夢や 憧れを 時がたつのも忘れて 
過ぎる季節の中で 人が行き過ぎても 
ひたむきな 思いだけは 心に抱いていたい 
あなたと出逢い あなたと過ごし あなたと見つめ合い 
はまなすの咲く この聖(ま)籠(ち)で 同じ風に吹かれて 
はしゃいだ夏に 泣いてた秋に あの日の二人がいる 
流れる雲よ どうぞ 急がないで 愛が止まる前に 
 
人はつまづくたびに 強くなれるね 
沈む夕陽 見つめては 幾つサヨナラしただろう 
君の後ろ姿を 決して忘れないよ 
何気ない 日々の中に 大事なものがあるさ 
この大空と この海原が ひとつに溶け合った 
潮騒唄う この聖(ま)籠(ち)で 生きていこうやさしく 
冬から春へ 翼広げて 旅立つ鳥のように 
いつでもここへ どうぞ帰っておいで 夢が終わる前に 
 
（平成 8 年 10 月） 
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 ◆ 太鼓と踊りの共同演目「絆 ～希望の鷹～」、「弁天」 

                聖籠太鼓 響 sato-oto、Daiya 

  町制 40 周年を記念し、聖籠太鼓 響 sato-oto と Daiya が特別なコラボ

レーションをしてくれました。聖籠町をモチーフとしたその演目は、力強

く、躍動感に溢れ、町民が一体となり、町民が主役のまちづくりを体現する

ような素晴らしいものでした。 

  演目の終了とともに、会場は盛大な拍手に包まれ、式典が締めくくられま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元気いっぱい！        それぞれの代表の浅野さん、横山さん 

 

太鼓が大音量で響き、躍動感あふれる迫力のステージ 

 

  



18 

 

【参考１】 

 
聖籠町特別表彰に関する要綱 

 
平成２９年４月１日 

訓第１号 
（目的） 
第１条 この要綱は、町政の発展に貢献し、その功績が特に顕著であるものを
表彰することを目的とし、聖籠町表彰規則（昭和５６年聖籠町規則第１３号）
に定めるもののほか、この要綱の定めるところによる。 
 （表彰の対象） 
第２条 この要綱による表彰（以下「聖籠町特別表彰」という。）は、個人又
は団体で、次の各号のいずれかに該当する者に対して、町長が行うものとす
る。 
（１）次のアからエまでに掲げる町の公職に永年従事し、その功績が特に顕著
な者 
ア 公選による公職に直近の聖籠町特別表彰（以下「前回の聖籠町特別表彰」
という。）以降も引き続き在職し、かつ、現職で在職している者 
イ 任命について議会の同意を得て選任される各種委員、副町長及び教育長の
職に前回の聖籠町特別表彰以降も引き続き在職し、かつ、現職で在職している
者 
ウ 町が設置する各種委員として前回の聖籠町特別表彰以降も引き続き在職
し、かつ、現職で在職している者 
エ アからウまでに掲げる以外の者であって、永年にわたり地方自治の振興に
特に顕著な功績があった者 
（２）国内又は国外で活躍することで町の産業、教育、文化、芸術、スポー
ツ、保健、 
防災、福祉、環境保全等の分野において、町民に夢と希望を与え、町民意識の
高揚に貢献し、その功績が特に顕著な者 
（３）その他前各号に準ずる功績があり町民の模範となる者 
（在職の基準日） 
第３条 在職の基準日は、平成２９年４月１日とする。 
 （表彰の方法） 
第４条 聖籠町特別表彰は、表彰状に記念品を添えて行うものとする。 
 （表彰の時期） 
第５条 聖籠町特別表彰は、町制施行４０周年記念式典において行うものとす
る。ただし、 
特別の事情があるときは、この限りでない。 
 （被表彰者死亡の場合） 
第６条 聖籠町特別表彰を受けることになった者が当該表彰の日前に死亡した
ときは、表彰状及び記念品はその遺族に授与するものとする。 
 （内申手続） 
第７条 この要綱による内申をしようとする者は、別紙内申書に、所要事項を
記載して、町長に提出しなければならない。 
 （表彰台帳） 
第８条 町長は、当該表彰を受けた者を表彰台帳に登載しておかなければなら
ない。 
  附 則 
 (施行期日) 
１ この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 
(この要綱の失効) 
２ この要綱は、平成３０年３月３１日限り、その効力を失う。 
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【参考２ 式典スナップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開場前のスタッフミーティング。実行委

員をはじめ、各団体構成員のみなさんで

運営を行いました。スタッフはお揃いの

ポロシャツを着用。 

多くのお客様をお迎えするので、スムー

ズな受付のため、来賓、表彰者、招待者、

職員・一般の4か所受付を設置しました。 

お客様を緑丸とはなちゃんがお出迎え。 式典会場客席の様子 

進行を務めていただいた NST 松尾和泉アナ スクリーンに大きく映し出された PR動画 
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【参考３ 式典参加者資料】 

 

共通配付資料 

・聖籠町町制施行 40 周年記念式典（次第） 

・聖籠町 40 年のあゆみ 

・聖籠町町制施行 40 周年被表彰者名簿 

・来賓出席者名簿 

・席図 

・町制施行 40 周年記念クリアファイル 

 

特別記念品（特別来賓用） 

・町制施行 40 周年記念エコバッグ 

 

被表彰者への進呈品 

・賞状（額付き） 

・キリコペアグラス 
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【参考４ 式典次第（両面印刷 二つ折）】 

（外側） 

 
 

（内側） 
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【参考５ ポスター・チラシ】 
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第２ 記念事業 
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【１ 記念事業全体概要 】 
 

① 記念事業の体系 
記念事業（主としてイベント）に関しては、以下のような体系となっていま

す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 実行委員会事業 
庁内ワーキンググループで事業検討を行い、実施事業の骨格を作りましたが、 

 

 

 

 

 

ということを全体コンセプトに据えて事業を実施しました。 
 

③ 記念冠事業 
町関係課、その他団体等が事業主体となって行う事業に関して、「町制施行

40 周年」という冠をつけて行われました。 
特に、その他団体等事業に関しては、町内に事務所若しくは事業所を有す

る団体・企業、又は町内に在住、在勤若しくは在学している町民等による団
体が主催する事業において、町制施行 40 周年記念という冠を使用すること
についての要綱を実行委員会で定め、積極的な活用を図りました。 

 
 
本記録誌においては、これら事業の実施概要をまとめています。 

  

・これまでに対する感謝、そしてこれからの発展 

・聖籠町を知ってもらう 

町関係課事業 

その他団体事業 

記
念
冠
事
業 

記
念
事
業 

実行委員会事業 
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【２ 記念事業（イベント）一覧 】 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町制施行 40 周年記念事業実行委員

会 
整

理

№ 

事 業 名 
実施日 
場 所 

１ 町民ゴルフ大会※ 
H29.7.9（日） 
新潟サンライズ
ゴルフコース 

２ 町村博覧会 

H29.8.5（土） 
（記念式典・の
ど自慢大会時） 
町民会館 

３ 聖籠町民のど自慢大会 
H29.8.5（土） 
町文化会館 

４ 
出張！なんでも鑑定団 in
聖籠 
公開収録 

H29.8.27（日） 
町文化会館 

５ 
NHK ラジオ「深夜便のつ
どい」 
公開収録 

H29.10.7（土） 
町文化会館 

６ 
スポレク祭 
ハロウィンイベント 

H29.10.9（祝） 
町民会館 

７ 

東北電力 
ファミリー名曲コンサート 
探検！オーケストラの世界
※ 

H29.12.10（日） 
町文化会館 

 

記念冠事業 

 

 

整

理

№ 

主管課 事 業 名 
実施日 
場 所 

１ 図書館 
図書館歴史講座｢聖
籠町と新潟東港開
発｣ 

H29.6.11（日）  
町図書館 

２ 
社会教
育課 

NST 
さくらんぼの里 
民謡の祭典 

H29.6.18（日） 
町文化会館 

３ 
社会教
育課 

森山良子コンサート 
H29.11.26
（日） 
町文化会館 

 

 

 

整

理

№ 

主催 事 業 名 
実施日 
場 所 

１ 
スポネ
ットせ
いろう 

観桜ウォーク 
H29.4.16（日）  
加治川治水記
念公園等 

２ 

パッチ
ワ ー
ク・サ
ークル 

パッチワーク・サー
クルキルト展 

H29.6.1（木）
～4（日） 
蓮野ギャラリ
ー 

３ 

聖籠夏
まつり
実行委
員会 

聖籠夏まつり 
H29.8.5（土）
～6（日） 
聖籠海岸ほか 

４ 

JAPA
N サッ
カーカ
レッジ 

聖籠町サンクスデー 

H29.9.3（日） 
JAPANサッカ
ーカレッジグ
ラウンド 

５ 

聖籠秋
まつり
実行委
員会等 

聖籠秋まつり※ 
H29.11.3（祝）
～4（土） 
町民会館 

 

町主管課 

その他団体 

冠事業について連絡調整 

冠
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
申
請･

承
認 

実行委員会事業 

※町民ゴルフ大会は、 
NPO 法人スポネットせいろう、町制施行 40 周年記念事業実

行委員会による主催 
 
※東北電力ファミリー名曲コンサート「探検！オーケストラの

世界」は、 
東北電力による主催、共催として、聖籠町、町制施行 40 周年
記念事業実行委員会 

 
 
※聖籠秋まつりは、 

聖籠秋まつり実行委員会、聖籠町文化祭実行委員会、聖籠町、
聖籠町教育委員会、ＪＡ北越後聖籠ふれあい営業所、聖籠町商
工会、聖籠町観光協会による主催 
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【３ 各種記念事業実施状況 】 

 

 

 

（１）開催データ 

日時 平成 29 年 7 月 9 日（日）終日 

場所 新潟サンライズゴルフコース 

事業内容等 町民の親睦とゴルフの普及振興による豊かなまちづ

くりを願って開催されました。 

第 8 回目の大会となりましたが、例年以上の参加者

で和気あいあいとプレーを楽しみました。 

実施概要 主催：NPO 法人スポネットせいろう、町制施行 40 周

年記念事業実行委員会 

参加人数：191 人（主に東港立地企業、各集落、聖友

クラブ） 

（２）実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集チラシ・案内文 

１ 町民ゴルフ大会 

◆実行委員会事業◆ 
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（１）開催データ 

日時 平成 29 年８月５日（土）9：30～16：30 

場所 町民会館 プロムナード及び正面入口付近 

事業内容等 平成 28 年 11 月、弥彦村で、新潟「らしさ」を伝え

る祭典として、新潟県内で初めて「町村博覧会」が開催

され、町制施行 40 周年を記念し聖籠町で実施したも

のです。 

訪れる多くの人々に「新潟らしさ」を形成する文化や

食、歴史、そして現在進行形の情報発信を行い、魅力を

伝え関心を持たれるきっかけとなることをめざし、県

内各町村に呼び掛けました。 

記念式典及び町民のど自慢大会と同日、同会場敷地

内で開催することによる相乗効果を狙い、各町村の情

報発信と物産販売を行いました。 

さらに BSN 新潟放送「なじラテ。」で若手注目演歌

歌手の中澤卓也さんに生中継していただきました。中

澤さんには、その後、同会場で行う「聖籠町民のど自慢

大会」にご出演いただきました。経費節減とさらなる集

客を狙ったものでした。 

実施概要 主催：町制施行 40 周年記念事業実行委員会 

参加町村：【情報発信】県内 10 町村及び三重県川越町 

【物産販売】県内 5 町村。弥彦村（やひこ娘イカメン

チ実演販売）、阿賀町（エゴマ、黒米を使ったお菓子、

アイス等）、出雲崎町（もずく麺等）、刈羽村（桃等）、

聖籠町（せいろう焼き実演販売（商工会）、農産物（農

協青年部）、地酒等（ざぶーん）、シフォンケーキ等（き

ずな）カステラ（しばうま本舗）） 

（２）実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの方で賑わいました。       暑い中、外で頑張っていただきました。 

 

２ 町村博覧会 
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阿賀町の物産販売ブース         出雲崎町の物産販売ブース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刈羽村の物産販売ブース         三重県川越町の情報発信ブース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農協青壮年部の農産物販売        杉の子の家（きずな）のケーキ 
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聖籠の杜（ざぶーん）の地酒        しばうま本舗のカステラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商工会青年部のせいろう焼き        弥彦村のやひこ娘イカメンチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BSN 新潟放送「なじラテ。」の「中澤卓也の手を握っていいですか？」の生放

送の様子（青いスーツの方が中澤卓也さん）。この中継以外にも、聖籠町の各

地を取材いただき、この式典の日に併せ放送されました。中澤さんはこの後、

「聖籠町民のど自慢大会」へ。 
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（３）参考資料 

 

町村博覧会企画書 
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（１）開催データ 

日時 平成 29 年８月５日（土）14：00～16：00 

場所 町文化会館 

事業内容等 式典終了後の午後から、同会場でのど自慢大会を開

催しました。 

聖籠町屈指の歌い手 9 名が出場し、一人ひとり歌唱

後にゲスト歌手の中澤卓也さんとの掛け合い（コメン

ト等やりとり）をする形で進行しました。町長が飛び入

りで参加するサプライズや、最後の中澤卓也さんのス

ペシャルステージなど、観客は大いに盛り上がりまし

た。 

ステージ終了後には、ホワイエで中澤さんとの握手

会（物販）も開催されました。 

なお、中澤卓也さんには、午前中から町村博覧会の模

様を BSN 新潟放送「なじラテ。」で生中継していただ

き、そのまま、出演していただきました。 

実施概要 主催：町制施行 40 周年記念事業実行委員会 

出場者：聖籠町歌謡連盟代表 佐藤勝栄さんに出場者

を募ってもらった 9 名（地域バランスに配慮いただい

た）及び渡邊町長。 

ゲスト歌手：中澤卓也（この年の日本レコード大賞で新

人賞を受賞） 

司会：新保イミ子、宮澤夕佳 

来場者数：約 400 名 

 

 

 

（２）実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤勝栄さん               歌唱後の一コマ 

 

３ 聖籠町民のど自慢大会 
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渡邊町長             司会の宮澤さん、新保さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中澤さんのスペシャルステージ（22 分）   熱狂的なファンも聖籠町へ集結 

セットリスト 

１「黄昏に」 

２「さくら（独唱）」 

３「小樽のひとよ」 

４「青いダイヤモンド」 

 

                中澤卓也プロフィール 

                生年月日：平成 7 年 10 月 3 日 

（出演時：2１歳） 

                出身地：新潟県長岡市 

                ジャンル：演歌 

                デビュー曲：青いダイヤモンド 

                この年の日本レコード大賞で新人賞を受賞。 

                毎週、土曜日に放送している BSN 新潟放送 

「なじラテ。」の「中澤卓也の手を握ってい 

いですか」で県内市町村を巡っている。 
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（３）参考資料 

 

プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優先入場整理券 
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（１）開催データ 

日時 平成 29 年８月 27 日（日）12：00 開場 

13：00 開演 

場所 町文化会館 

事業内容等 テレビ東京系列で放送中の人気番組「開運！なんで

も鑑定団」の一コーナーである「出張！なんでも鑑定

団」を聖籠町で開催しました。 

5 月からお宝を募集し、200 人から応募が集まり、

結果、6 人の方が選ばれました（うち聖籠町民 2 名）。 

また、観覧希望も同時に募集し、約 4,600 人から応

募があり、会場定員 710 名（出演者家族席含む）のと

ころ、当日は席が足りず、急きょ、パイプイスを設置し

対応することとなりました。 

NST・制作会社の会場が埋まることはないだろうと

いう見立てに反し、満員御礼の大盛況でした。 

実施概要 主催：町制施行 40 周年記念事業実行委員会 

共催：NST 新潟総合テレビ  製作：㈱ネクサス 

司会：松尾伴内 アシスタント：齋藤菜月 

鑑定士：中島誠之助、安河内眞美、勝見充男 

お宝応募者数：約 200 名 

観覧希望者数：約 4,600 名 

観覧者数：約 700 名 

放送日 テレビ東京系列：11 月 21 日（火） 

    ＮＳＴ：12 月 2 日（土）16：30～ 

その他 TVCM もあり 

 

 

（２）実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収録のようす       高額鑑定者には百合若からぶどうを進呈 

 

４ 出張！なんでも鑑定団 in 聖籠 公開収録 
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（３）参考資料 

■開催までの経過 

時 内容 関係者 その他 

平成 28 年 8 月 町制 40 周年事業ＷＧを

組織 

役場若手職員等 40 周年記念事業を

検討・提案 

11 月 ＮＳＴから企画書をもら

う 

 鑑定団、ＰＲ動画、

スマスタ特集 

12 月 三役へ企画書のプレゼン ＷＧメンバー  

平成 29 年 2 月 鑑定団に関する打ち合わ

せ 

総務課、社会教育課、

新潟照明、ＮＳＴ、

㈱ネクサス 

収録日の内定 

会場の下見 

事前準備等の確認 

 収録前の準備等に関する

打ち合わせ 

総務課、観光協会、

ＮＳＴ 

本番までのスケジュ

ールの確認 

周知方法など 

3 月上旬 鑑定団費用の見積 ＮＳＴから  

3 月下旬 

～4 月中旬 

チラシ・ポスターの校正 総務課、ＮＳＴ 作成・印刷はＮＳＴ

に委託 

5 月上旬 問い合わせ対応マニュア

ルの確認 

総務課、社会教育課、

ＮＳＴ 

ＮＳＴが作成（応募

先はＮＳＴとなる） 

5 月上旬 チラシ・ポスターの配布、

町ＨＰへ掲載 

総務課 町内全世帯、県内の

公共施設等 

5 月下旬 ＴＶＣＭ放映開始（～

6/30） 

ＮＳＴ  

7 月下旬 観覧当選ハガキの送付 ＮＳＴ  

8 月 1 日 制作会社による現場下見 総務課、社会教育課、

ＮＳＴ、㈱ネクサス 

会場の確認と、町紹

介ＶＴＲ撮影場所の

確認 

8 月 3 日 ステージ看板発注 いろは舎  

8 月 10 日 実行委員に従事依頼   

8 月 18 日 依頼人の決定 ネクサス 依頼人 6 名の決定連

絡をもらう 

 掛軸ワゴン(特注)の発注 いろは舎 費用はネクサス持ち 

8 月 21 日 ＮＳＴと打合せ 総務課、社会教育課、

ＮＳＴ 

前日・当日の作業等

について最終確認

（客入れ、誘導、受

付などについて） 

放送日の決定 

8 月 26 日 前日準備 総務課、社会教育課、

ネクサス 

会場準備および町内

撮影 

8 月 27 日 本番   

 



38 

 

■最終的な役割分担 

 町：場内誘導、もぎり、駐車場整理、看板作成 

 ＮＳＴ：ポスター・チラシの作成、観覧および鑑定応募の受付、観覧者の抽選 

 テレ東（ネクサス）：番組制作、依頼人の決定 

 

 

募集チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑定に応募したが残念ながら採用されなかった町長室の絵（作：山田敬中？） 

                  エピソード 

昭和 61 年 4 月に新築移転した蓮野

小学校の旧校舎を取り壊そうとして用

務員が整理していたとき、用務員室の

押し入れから出てきたもの。 

                   この絵は、そもそも旧校舎であった

蓮野尋常高等小学校の建設に尽力され

た旧家が、当時学校に寄贈されたもの

らしい。 
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（１）開催データ 

日時 平成 29 年 10 月 7 日（土） 開演／午後 1 時 

場所 町文化会館 

事業内容等 NHK 深夜ラジオの公開収録。応募し当選者のみ入場

可（入場無料）。 

第 1 部「明日へのことば講演会」出演：三田村邦彦

氏（俳優・新潟県出身） 

第 2 部「音の絵本スペシャル」出演：守時タツミ（音

楽家） 

第 3 部「アンカーを囲むつどい」アンカー：芳野潔、

桜井洋子 

実施概要 主催：ＮＨＫ新潟放送局、聖籠町、 

ＮＨＫサービスセンター 

来場者：635 名 

 

（２）実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５ NHK ラジオ「深夜便のつどい」公開収録 
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（１）開催データ 

日時 平成 29 年 10 月９日（祝） ９：00～15：00 

場所 町民会館 柔剣道場 

事業内容等 庁内ワーキンググループで、聖籠町に新たな観光資

源の創出、（町内外・世代間）交流人口の増、異国文化

の紹介を目的に、ハロウィンの企画が持ち上がりまし

た。 

しかし、大々的にハロウィンイベントを実施するに

あたって、経費を掛けず、単独でどれだけ集客ができる

か、毎週のようにイベントが予定されている 10 月に

また新たなイベントを実施できる余地・余力があるか

といった懸念から、既存イベントの「スポレク祭」との

コラボレーション企画として、ハロウィンイベントを

実施することとしました。 

○ハロウィン体験ブースを柔剣道場に設置 

 ・ハロウィンの歴史・文化紹介 

 ・マント、帽子、お菓子入れ、フェイスペイントの

ワークショップ 

 ・インスタ映えなどを狙った写真撮影用ハロウィ

ンパネル 

○「トリックオアトリート！」体験として、スポレク

祭の各会場でお菓子を用意（5 か所に 1,000 個

ずつ）し、ハロウィンアイテムを身に付けた方

に、合言葉「トリックオアトリート！」でお菓子

をプレゼント 

○杉の子の家（きずな）のハロウィンパンの販売 

スポレク祭従事スタッフ全員に、ハロウィン帽子を

配布したほか、自ら仮装して従事される方もいました。 

 

予想以上の人出により、開始直後は工作用のハサミ

がいきわたらず、混雑時は来場者の整理が必要と感じ

ました。 

また、従事スタッフ全体で仮装する等、雰囲気づくり

が重要ですが、個人の仮装については予算がなく、実費

対応になることから、着用の強制はできません。スタッ

フ自らが仮装し楽しみながら従事する雰囲気が出てく

ればと思います。 

イベントが定着することで、もっと多くの仮装した

来場者があったのではないかと感じました。 

６ スポレク祭 ハロウィンイベント 
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実施概要 主催：町制施行 40 周年記念事業実行委員会 

 

スポレク祭主催：聖籠町、聖籠町教育委員会 

スポレク祭主管：聖籠町スポーツ推進委員 

スポレク祭協力：NPO 法人 スポネットせいろう 

イベント全体の参加者：1,500 名（前年度 1,300 名） 

 

（２）実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            事前準備（前日）のようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

館内をハロウィンバージョンへ（10 月はこのまま営業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トリックオアトリート体験         ハロウィンブースへの入口 
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ハロウィン紹介パネル            画用紙でとんがり帽子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙コップでお菓子入れ            フェイスペイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉の子の家（きずな）パン販売  

 

 

  自分で作った衣装で記念撮影 
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（３）参考資料 

 

企画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スケジュール】    

10 月 8 日（日）    

 9 時 00 分  スポレク祭及びハロウィンイベントの説明 

 9 時 05 分  小物作成及び会場準備 

 12 時 00 分  昼食（交流館 杜） 

 13 時 00 分  小物作成及び会場準備 ⇒ 終わり次第解散 

 15 時 00 分  解散    

10 月 9 日（月）    

 7 時 30 分  役員受付開始（事務局集合） 

 8 時 00 分  全役員集合、役員開始式 

 8 時 15 分  各会場準備 

 9 時 20 分  スポアイランドに役員集合 

 9 時 30 分  全体開始式 

 10 時 00 分  イベント種目開始 

 11 時 00 分  交代により昼食（小ホール） 

 15 時 00 分  全競技終了 

 15 時 30 分  会場ごとに片づけ・閉会  
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スポレク祭チラシ（外側 両面 2 つ折） 

 
（内側） 
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（１）開催データ 

日時 平成 29 年 12 月 10 日（日）14：00～15：45 

場所 町文化会館 

事業内容等 東北電力㈱の町制施行 40 周年記念の支援事業とし

て、町民を対象とした仙台フィルハーモニー管弦楽団

によるファミリーコンサートを実施しました。 

町文化会館初のフルオーケストラ公演となり、演出

も多彩で素晴らしいコンサートとなりました。 

入場料は無料でハガキ、ホームページ、FAX により

募集されました。 

 

【PR 方法】 

○小中学校ほか公共施設へチラシ配布・ポスター掲示 

○区長便によるチラシ折込 

○東北電力による個別 PR 

実施概要 主催：東北電力㈱ 

共催：聖籠町、町制施行 40 周年記念事業実行委員会 

 

来場者：約 580 名 

 

（２）実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      町民会館正面入口          イメキャラがお出迎え 

７ 東北電力 ファミリー名曲コンサート「探検！オーケストラの世界」 
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文化会館初のフルオーケストラ        観客から 3 名が指揮者体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      せいろう少年少女合唱団とフルオーケストラの共演 
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（３）参考資料 

パンフレット（両面 3 つ折） 
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●町事業 

 

 

（１）開催データ 

日時 平成 29 年６月 11 日(日) 13：30～15：00 

場所 聖籠町立図書館 会議室 

事業内容等 図書館の利用拡大のため毎年、歴史講座を開催して

いますが、町制施行 40 周年ということで、聖籠町の発

展に大きく寄与した新潟東港開発を題材として講座を

行いました。 

実施概要 主催：聖籠町立図書館 

講師：東港振興室長 樋口豊志氏  

参加人数：29 名 

 

 

 

（１）開催データ 

日時 平成 29 年 6 月 18 日（日） 開演 14：30 

場所 町文化会館 

事業内容等 民謡の全盛時を彷彿とさせる唄い手が競演する、プ

ロが奏でる民謡の祭典。全席指定席の入場無料。豪華ゲ

ストとして鈴木 正夫氏、藤堂 輝明氏、小野 花子氏、

後藤 清子氏、漆原栄美子氏などが出演。 

実施概要 主催：聖籠町（主管課：社会教育課） 

共催：NST 新潟総合テレビ 

来場者数：382 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 図書館歴史講座「聖籠町と新潟東港開発」 

◆記念冠事業◆ 

２ 第 28 回 NST さくらんぼの里 民謡の祭典 
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（１）開催データ 

日時 平成 29 年 11 月 26 日（日） 開演 17：00 

場所 町文化会館 

事業内容等 森山良子 Concert Tour 2017-2018「五十一番目

の星に向かって～Sing My Life アコースティック・ヴ

ァージョン」。全席指定前売り 5,000 円（当日 500 円

増） 

実施概要 主催：聖籠町文化会館 

来場者数：623 名 

 

 

 

●その他団体事業 

 

 

 

（１）開催データ 

日時 平成 29 年 4 月 16 日（日）集合 9：00 

出発 9：15 

場所 スポアイランド聖籠前駐車場～加治川治水公園（昼食）

～スポアイランド聖籠前駐車場 

事業内容等 スポアイラン聖籠前駐車場を発着とし、周辺の桜並

木や加治川沿いの桜並木がある全長 12.0 ㎞の道を歩

き、加治川治水記念公園で昼食を食べ懇親を深めるこ

とを目的とする。 

（参加費 700 円（傷害保険料、弁当等）） 

実施概要 主催：特定非営利活動法人 スポネットせいろう 

共催：聖籠町教育委員会 

主管：聖籠町スポーツ推進委員協議会 

参加者数：31 名 

 

 

  

３ 森山良子コンサート 

１ 観桜ウォーク 
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（１）開催データ 

日時 平成 29 年 6 月 1 日（木）～4 日（日） 

9：30～16：00 時 ※最終日は 16：00 まで 

場所 蓮のギャラリー 

事業内容等 町文化施設定期利用団体「パッチワーク・サークル」

の展示会。入場無料。 

入場者には抽選でプレゼントあり。 

実施概要 主催：パッチワーク・サークル 

入場者数：190 名（4 日間合計） 

 

 

 

（１）開催データ 

日時 平成 29 年８月５日（土）～６日（日） 

場所 5 日：スポアイランド聖籠  6 日：網代浜海水浴場 

事業内容等 5 日：サッカーパーク、屋台広場、ステージイベント 

6 日：砂浜アトラクション、ビーチコンサート、海上花

火大会、「未来に夢を！正三尺玉」打ち上げ 

実施概要 主催：聖籠夏まつり実行委員会 

共催：聖籠町、聖籠町観光協会 

後援：聖籠町商工会、新潟東港聖籠地区立地企業連絡協

議会 

協力：JAPAN サッカーカレッジ 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海上花火大会 

              正三尺玉 

２ パッチワーク・サークルキルト展 

３ 第 21 回 聖籠夏まつり 
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（１）開催データ 

日時 平成 29 年９月３日（日）11：00 Kick off 

場所 JAPAN サッカーカレッジグラウンド 

事業内容等 ・北信越フットボールリーグ 1 部 だい 12 節 

JAPAN サッカーカレッジ vs サウルコス福井 

・聖籠町町制施行 40 周年記念マッチ（前座試合） 

・CUPS 夏祭り（大声選手権、ぶどう的当て、キック

ターゲット、輪投げ） 

・聖籠町特産くだもの販売（福井の方向けに聖籠町特産

品の PR） 

・町制施行 40 周年記念手形アート作成（作成した写真

を町立図書館、町民会館、地場物産館等で掲出） 

・町に車イス贈呈（空き缶回収による） 

・聖籠町 PR POP 作成、観客席等に設置 

実施概要 主催：JAPAN サッカーカレッジ 

来場者：133 名 

くだもの販売実績：梨、ぶどう、枝豆、桃すべて完売（販

売代金 24,100 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 聖籠町サンクスデー（JAPAN サッカーカレッジホームゲーム） 
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（１）開催データ 

日時 平成 29 年 11 月３日（祝）～４日（土） 

場所 町民会館、ふれあい広場 

事業内容等 3 日：農業振興祭、ふるさと芸能歌謡祭、囲碁大会、民

謡流し、町民茶会、商工会コーナー、献血コーナー 

4 日：将棋大会 

両日：作品展示 

実施概要 主催：聖籠秋まつり実行委員会、聖籠町文化祭実行委員

会、聖籠町、聖籠町教育委員会、JA 北越後聖籠ふれあ

い営業所、聖籠町商工会、聖籠町観光協会 

 

 

文化祭特別展示 聖籠町 40 年のあゆみ 

 

５ 聖籠秋まつり 
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第３ 広報・PR  
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１ PR 動画（Say-Ro Town Rap） 

目 的：40 周年を契機に町の PR 動画を制作し、40 周年記念式典で上映する

とともに、YouTube へ動画をアップロードし、聖籠町の知名度向上と

多くの方に興味を持っていただき、ひいては、観光振興、ふるさと納税

や移住・定住の促進を目的とする。 

公開日：8/5 式典でお披露目 

    8/10 YouTubeに公開（YouTube上は8/9掲載となっているが、

テスト掲載した日付となってしまっている。一般に公開したのは

8/10。） 

内 容：ヒップホップのリズムに乗せ、聖籠町の今を紹介する PR 動画 

    【ストーリー】役場職員が町の紹介をする中で、町民からありきたりな

紹介ではつまらないと一喝。いろいろな面があるけど、素晴らしいとこ

ろもたくさんある聖籠町。全部ひっくるめて聖籠町がある。この先 10

年後も素晴らしいまちであることをめざし、町職員、町民、若い力、み

んなの力で盛り上げていこう！ 

【委託先】NST 新潟総合テレビ（制作：㈱ソルメディエージ、KRYZ（ク

ライズ）） 

【動画の長さ】6 分 32 秒 

【動画視聴回数】約 13,000 回（平成 30 年 2 月末現在） 

【出演】渡邊町長、町職員、次第浜消防団、ほか聖籠町民等 

メディア露出等：【新聞】新潟日報（9/8） 

【雑誌】新潟 WEEK！（10/18）、月刊ジャイアンツ（11 月号） 

【テレビ】NST「スマイルスタジアム」（9/30）、TeNY「新潟一番」

（11/6） 

【ラジオ】FMPORT「立石勇生_MintCondition」（10/9） 

【その他】新潟空港、新潟ふるさと村で上映中。その他各種イベントで

使用（全国町村会イベント、ふるさと納税 PR 等東京でも活用）。 

その他：新潟県広報コンクール「広報映像の部」入選 

 

 

【撮影風景等】 
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                        レコーディング 
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YouTube サムネイル画像 

 

 
「Say-Ro TownRap」 
 
SAY RO…どんな町だろう？ 思いつくことを 並べてみても 
SAY RO…世界に届いてよ この町のいいところ 日頃 町を想う俺たちの心 
YO！レディース＆ジェントルマン  この町を響かす全国へ 
ここがどんな町か紹介しよう    なんでも聞いてよ All I Know！ 
世界とつながる新潟東港      火力発電この町にヒカリを 
子どもたち育てやすい環境     便利で大きな図書館も 
買い物ならプラント 4       豊かに実ったくだもの 
疲れた体を癒やすざぶーん     心も身体もあったまる 
そして忘れちゃいけないこの自慢  アルビレックス新潟のホームタウン 
魅力がたくさんでしょ？      私たちの町ここが聖籠！ 
 
そんなありきたりな言葉並べて何わかる 
だから足りないインパクト今俺たちが立ち上がる 
そんな紹介なんかじゃ面白くもなんともないぜ 
できそうにはないな周りからのイメージ改善 
みんな分かるとしたら免許センターぐらいだろう？ 
東港や海だって釣り人以外は来ないだろ？ 
子供は小学校にあがればみんなお引越し？ 
つまらないこの町のイメージを俺らがチェンジ！ 
味なら絶対他には負けないぶどうにさくらんぼ 
県内でも１,２を争う町の消防団みんなのヒーロー 
アルビのホーム、サッカーの町、全国唯一の専門学校 
また１から盛り上げてってやる若い力 
この町はこの町にしか無いものがたくさん 
ありきたりなかたりは聞きたくないもうたくさん 
古臭い考えはさっさと捨ててきな 
この町のこれからは俺たちのもの！！ 
 
君らの気持ちわかったよ      全部ひっくるめて聖籠(Yeah) 
未来を育むこども園        楽しみにしている成長(Yeah) 
交通安全見守るイミちゃん     みんなの命守る日々さ 
アルビ支える私たちもチャレンジ  みんなが胸に持つ負けん気 
網代浜で見る海上花火       新しいムーブメントフルーツビレッジ 
美松のつけめん知る人ぞ知る    海鮮料理ならほうせい丸 
さぼてんふるさとで飲んで遊べば  自然と笑顔になるやろめら 
この町で大いに笑え        みんなの聖籠おおきにはや Yeah 
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暮らしてるだけだとわからないし 
暮らしてるだけじゃ当たり前な日々 
町の平和を守ること考え抜いた意味 
40 歳の若い町 君たち若い力で盛り上げてほしい 
現状の聖籠を振り返れば 10 年後の聖籠が見えてくるだろう 
SAY RO…どんな町だろう？ 思いつくことを 並べてみたけど 
SAY RO…世界に届いてよ この町のいいところ 日頃 町を想う俺たちの心 
SAY RO…揺らめくハマナスよ  教えてよ 美しい町の姿を  
SAY RO…世界に届く前に 俺たちに 響いてよこの町の素晴らしさよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟日報朝刊（H29.9.8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    新潟 WEEK！（H29.10.18 号） 
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２ 新聞掲載【新潟日報】 

目 的：町制 40 周年を迎え、「緑・ふれあい・夢づくり」のまちづくりに新し

い一歩を踏み出した聖籠町。まちづくりの姿勢について、県内全域版に

掲載委託し広く県民に周知する。 

掲載日：平成 29 年８月５日（土）朝刊 ―町制施行 40 周年記念式典当日― 

内 容：新潟日報朝刊・全県版 ２ﾍﾟｰｼﾞ特集 

    「旅立とう そして未来へ～これからのまちづくり～」と題して座談会

を行いその模様を掲載。その他、40 年のあゆみ、40 周年事業のご案

内等。 
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座談会メンバー（敬称略） 

森田 春雄    聖籠町老人クラブ連合会 会長 

戸谷田 美佐子   せいろう共育ひろば みらいのたね 代表 

伊藤 大器    聖籠町商工会青年部副部長 

伊藤 光洋    若手果樹農家グループ（セイロウフルーツヴィレッジ） 

渡邉 麻緒    子育てサークル（ぐーちょきぱー） 代表 

平野 颯也    "高校１年生（元聖籠中学校生徒会長）" 

武田 結愛    "中学３年生（聖籠中学校生徒会副会長）" 

渡邊 廣吉    聖籠町長 

佐藤 明（進行）  新潟日報社 取締役営業統括本部長 
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３ TV 放送【NST 新潟総合テレビ「スマイルスタジアム」】 

目 的：県内に、まだまだ知られていない聖籠町の名所・グルメ・特産品を紹介

し、興味をもっていただき、実際に訪れていただくこと。交流人口の増

加を目的とする。 

放送日：平成 29 年９月 30 日（土） 

内 容：町 PR 動画を下敷きに聖籠町各地をリポーターと町職員が巡る。 

    リポーター：井上綾香アナウンサー 

    町職員：久保千尋 

    【放送した場所・モノ】 

    ・聖籠観音の湯 ざぶ～ん【ぶどうカステラ（しばうま本舗）】 

    ・さぼてん【激辛 鳥唐ラーメン】 

    ・三五平園【観光ぶどう園】 

 

収録風景 
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４ 着ぐるみ製作【百合若】 

目 的：町制施行 20 周年・30 周年事業でそれぞれ誕生した町のイメージキャ

ラクター“緑丸”、“はなちゃん”に加え、町名の由来となった緑丸伝説

で、緑丸をかわいがっていたと云われる「百合若」の着ぐるみを制作し、

今後の町等主催のイベントにおいても広く活用するとともに町のイメ

ージアップを図ることを目的としている。 

    これまで、“緑丸”、“はなちゃん”の着ぐるみでネックだった機動性、

手が使えない、バッテリーの駆動時間といった問題を解消している。 

内 容：着ぐるみ“百合若”１体 

    【製作】㈱アトリエパレット 

    笏は新発田市石動神社宮司 佐々木氏から譲り受けたもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       はなちゃん   百合若     緑丸 
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夏まつり              聖籠町サンクスデー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           秋まつり 

 

 

     スポレク祭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着ぐるみ初期デザイン画 
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㈱アトリエパレットからの入図 
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５ その他 

月刊ジャイアンツ 11 月号広告（加藤健特集に合わせたもの） 

 

 

のぼり旗、モニター、ミニ PC 
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【Ⅲ 参考資料】  
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